
ウサギと カメ

　ある ところに、とても いばりやの ウサギが いました。
ウサギは、すみかの 草

くさ

原
はら

を 気
き

取
ど

り顔
がお

で ぶらつくのが 
大
だい

好
す

きでした。みんな、その ウサギが、自
じ

分
ぶん

が 最
さい

高
こう

の 
ウサギだと 思

おも

っているのを 知
し

っていました。
　その ウサギが、ほかの 何

なに

よりも じまんに していた ことが 
ありました。それは、強

つよ

い 後
うし

ろ足
あし

に 恵
めぐ

まれていた ことです。
つまり、足

あし

が 非
ひ

常
じょう

に 速
はや

かったのです。ウサギは、
事
こと

あるごとに、仲
なか

間
ま

たちにも 自
じ

分
ぶん

の 速
はや

さを 見
み

せつけて

いました。その ウサギより 速
はや

く 走
はし

れる ものは、いませんで
した。でも それは、ある日

ひ

 カメに 出
で

会
あ

うまでの ことでした。
ウサギが いつものように 仲

なか

間
ま

たちに じまんを していると、
のっそりと、カメが やってきました。
　「急

いそ

げや、急
いそ

げ、老
お

いぼれガメやーい！」　ウサギが 
あざけって 言

い

いました。「そんなに のろのろ 歩
ある

いてると、
草
くさ

の ほうが 速
はや

く のびて、周
まわ

りが 草
くさ

だらけに 
なっちゃうぞ～！」



スタート！

　「走
はし

りたいだけ、走
はし

るが いいわい。」と、カメが 答
こた

えました。
「わしは、自

じ

分
ぶん

の 行
い

きたい 所
ところ

に 十
じゅう

分
ぶん

 早
はや

く 行
い

けるからの。
心
しん

配
ぱい

は ご無
む

用
よう

じゃ。」　そう 言
い

いながら、カメは ウサギを 
頭

あたま

の てっぺんから つま先
さき

まで、じろじろと ながめました。
「それだけでは ないぞ。おまえさんが どんなに 速

はや

いと 
思
おも

っても、わしは おまえさんよりも、目
もく

的
てき

地
ち

に 早
はや

く 
着
つ

けるわ。」
　それを 聞

き

いて、ウサギは ふき出
だ

してしまいました。
「ぼくよりも 早

はや

くだって？　そりゃあ、見
み

てみたいもんだ。」　
ウサギは カメに 競

きょう

走
そう

を 申
もう

しこみました。

　やがて、 競
きょう

走
そう

の 手
て

はずが 整
ととの

いました。次
つぎ

の 日
ひ

に なると、
ウサギと カメの 競

きょう

走
そう

を 見
み

ようと、みんなが 集
あつ

まって来
き

ました。
　「５、４、３、２、１、スタート！」　オンドリが さけびました。
その しゅんかん、ウサギは もう、丘

おか

の 向
む

こう側
がわ

に すがたを 
消
け

していました。
　年

とし

取
と

った カメが、まず 最
さい

初
しょ

の 一
いっ

歩
ぽ

を ふみ出
だ

し、それから 
また 一

いっ

歩
ぽ

と 道
みち

を 進
すす

み始
はじ

めると、見
けん

物
ぶつ

客
きゃく

たちは 手
て

を たたいて 
歓
かん

声
せい

を あげました。
　カメは、全

まった

く よそ見
み

を せず、目
め

の 前
まえ

の 真
ま

っ直
す

ぐな 道
みち

だけを 
見
み

つめていました。



　一
いっ

方
ぽう

 ウサギは、道
みち

を 突
とっ

進
しん

していきました。ウサギが 大
おお

急
いそ

ぎで
走
はし

って行
い

ったのは、だれの 目
め

にも 明
あき

らかでした。勝
か

つのは 
ウサギに 決

き

まっています。カメは、ウサギの ずっと 後
うし

ろのほうで、
ゆっくりですが 着

ちゃく

実
じつ

に 進
すす

んでいます。
　やがて、ウサギは 競

きょう

走
そう

の 中
ちゅう

間
かん

点
てん

に 来
き

ました。「まだまだ、
時
じ

間
かん

は たっぷり あるぞ。」　ウサギは ひとり言
ごと

を 言
い

いました。
「もう、あの のろまな 年

とし

寄
よ

りガメを、何
なん

キロも 引
ひ

きはなした

はずだ。ここいらで、昼
ひる

ねだって できるぞ。その後
あと

で 残
のこ

りを 
走
はし

ったって、あの カメに 勝
か

つくらいの 時
じ

間
かん

は 十
じゅう

分
ぶん

 あるさ。」
　そこで、ウサギは 木

き

の 下
した

に すわり、ねてしまいました。
　何

なん

時
じ

間
かん

も たつと、カメが 丘
おか

の 向
む

こう側
がわ

に あらわれました。
カメが 丘

おか

を 下
お

りてくると、ウサギが そこに すわって、
ぐっすりと ねむっていました。カメは ウサギを ちらっと 
見
み

ましたが、何
なに

も 言
い

わずに、てくてくと 歩
ある

き続
つづ

けました。
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　ウサギが はっと 目
め

を 覚
さ

ました 時
とき

、もう 日
ひ

は しずみかけて
いました。あくびを しながら 手

て

足
あし

を のばしましたが、カメの 
すがたが どこにも 見

み

えないので、満
まん

足
ぞく

気
げ

でした。「競
きょう

走
そう

に 
勝
か

つのに 時
じ

間
かん

は たっぷり あるぞ！」　ウサギは うれしそうに
ひとり言

ごと

を 言
い

いました。
　道

みち

を 勢
いきお

いよく すっ飛
と

ばしていきましたが、ウサギは まもなく 
目
め

に 入
はい

ってきた 丘
おか

の 向
む

こう側
がわ

の 光
こう

景
けい

に、びっくりぎょうてん
しました。自

じ

分
ぶん

よりも 前
まえ

に、カメが あと 数
すう

歩
ほ

で ゴールを 

切
き

ろうとしていたのです！　つやつやした カメの こうらが 
ゴールの テープを 切

き

ると、観
かん

客
きゃく

は 大
だい

歓
かん

声
せい

を あげ、
オンドリが カメの 勝

しょう

利
り

を 宣
せん

言
げん

しました。
　ウサギが ハーハー いいながら ゴール地

ち

点
てん

に 追
お

い付
つ

くと、
カメが にっこり 笑

わら

って 言
い

いました。「わしは おそいかも
しれんが、目

め

は いつも ゴールに 向
む

けておる。何
なに

ものにも 
気
き

を そらされんようにな！」


